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 1995年 10月１日から北海道・渡島半島の松前町の沖合で地震活動が活発化している（第１図，第

２図）。震源は東西約 15km，南北約 10km，深さ 5～10kmの比較的狭い範囲に集中している。また，

北に約 10km離れた陸上部分にも小さな活動域がみられる。活動開始から震源域の移動はみられない。

10月の半ば頃までの発生数はやや多いが，地震の規模はＭ３が上限で局地的に震度Iになる程度であ

った。その後，地震活動が落ち着いたかにみられたが，11 月に入ってＭ３クラスの地震が発生する

ようになり，23 日にはこれまでで最大のＭ4.4 の地震が発生し松前で震度IVを観測した。今回の地

震活動は群発する傾向がみられ，渡島半島一帯の地震活動の特徴と変わらない。この地域で過去に

このような地震活動があったことは知られていないが，1961年以前には今回の震源域で局地的に震

度III～IVとなる地震があった（第３図）。 
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第１図 北海道南西沖（松前沖）の地震活動（1995年 10月～11月，ｈ≦30ｋｍ） 

①：震央分布図 ②：Ｍ－Ｔ図 ③：回数ヒストグラム ④：有感地震の表 

Fig. 1 Seismic activity off the southwest of Hokkaido (off the Matsumae)：(October-November, 1995, h≦30km). 

①：epicentral distribution, ②：magnitude-time diagram, ③：number of earthquakes per day, ④：list of felt earthquakes. 
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第２図 北海道南西沖（松前沖）の地震活動（1995年 10月～11月，Ｍ≧2.5 ｈ≦20ｋｍ） 

①：震央分布図 ②：南北断面図 ③：東西断面図 ④：Ｍ－Ｔ図 ⑤：時空間分布図 ⑥：深さの時間経過 

Fig. 2 Seismic activity off southwest of Hokkaido (off the Matsumae)：(October-November, 1995, M≧2.5 h≦20km). 

①：epicentral distribution, ②：vertical section along the N-S direction, ③：vertical section along the E-W direction, ④：magnitude-time diagram. 

⑤：space-time distribution, ⑥：focal depth-time diagram. 
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第３図 渡島半島南西部の主な有感地震 

①：震央分布図（1952年～） ②：有感地震の表（1919年～） 

Fig. 3 Felt earthquake in the SW Part of Oshima Peninsula： 

①：epicentral distribution (1952-), ②：list of felt earthquakes (1919-). 
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